
住まいの「困った」は、
リフォームで解決できます！
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皆さん、今のお住まいに
いろいろな不安や不満を
お抱えのご様子ですね…

長年住み慣れた､思い出と愛着のある住まい。
もっと住み続けていきたいけど､古いし､不具合も出てきているし､そろそろ建替えの時期？
いえ､ちょっと待って！　欧米では１つの家を数世代にわたって使う暮らし方が根付いています。
日本の家だって､きちんと手入れをすればまだまだ住み続けることができます。
そのために必要なのは､基本的な住宅性能の維持・向上と定期的なメンテナンス。
模様替えや設備機器の交換も大事ですが､住宅そのものの性能を高めるリフォームで､
数世代にわたって安心・快適に暮らせる住まいを目指してみませんか。
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リフォーム

(P. ６)

屋内の
移動が

しづらい

バリアフリー
リフォーム

(P. ８)

そろそろ
建替えの

時期かも…

耐久性向上
リフォーム

(P.10)

中古住宅の
状態や性能が
わからない

既存住宅購入
＋リフォーム

(P.12)

ご安心ください！
リフォームで解決できます！

国土交通省「平成 25 年住生活総合調査『住宅の個別要素に対する不満率』」から抜粋

高齢者などへの配慮

地震時の住宅の安全性

冷暖房などの省エネルギー性

住宅の傷み

住宅の断熱性や気密性

53.5%

48.6%

46.7%

45.2%

44.1%

今の住まいへの不満点ワースト５



4

○筋交いによる補強 ○金物による補強○耐震補強パネルによる補強○筋交いによる補強 ○金物による補強○耐震補強パネルによる補強○筋交いによる補強 ○金物による補強○耐震補強パネルによる補強

古い住宅だけに、いざ大きな地震がきたら壊れないか不安です。

ご存じ
ですか？

こうして
解決！

　日本では、1981 年６月の建築基準法改正前に建築確認
を受けた「旧耐震基準」の建物と、それ以降の「新耐震基準」
の建物に大きく分けられます。2000 年にも建築基準法が
改正され、耐震基準の規定がより細かくなりました。建
築時期が新しいほど耐震性能は高いといえます。
　グラフは、2016 年４月の熊本地震での木造住宅の被
害を建築時期別に表したもの。地盤等の要因も考えられ

　地震に不安のある住宅は、適切な補強工事を行い、耐震
性能を高めます。一般的な木造住宅は、柱と梁、壁が一体
となって地震に耐える構造なので、柱の間に筋かいを入れ
たり、柱や耐力壁を増やすなどして強化します。
　柱や梁、基礎とその上の土台などの結合部は、耐震金物

などでしっかりつなぎ合わせます（「緊結」といいます）。
柱や梁、基礎などに傷みがあれば、併せて補修や交換も
行います。
　他に、屋根を軽量な素材に変えたり、減築などによっ
て耐震性能を高める方法もあります。

■筋かいを入れて補強する ■耐震金物で固定する

ますが、建築時期が古いほど倒壊・崩壊や大破の割合が
高いことがわかります。無被害で済んだ建物の割合も、
2000 年以降の木造住宅が 61.4％なのに対し、1981 年５
月以前の建物はわずか5.1％と10倍以上の開きがあります。
　熊本地震では、長期間の避難生活等による震災関連死
者数が直接死者数の約 4 倍でした。大地震に遭っても引き
続き自宅で生活できるよう、耐震性能を高めたいものです。

出典：国土交通省「熊本地震における建築物被害の原因分析を行う委員会 報告書」

■ 2016 年熊本地震における木造住宅の建築時期別被害状況

1981 年 5 月以前の建物
（旧耐震基準）

1981 年 6 月〜 2000 年 5 月の建物
（新耐震基準）

2000 年 6 月以降
 （新耐震基準【現行基準】）

■強い壁を増やす ■基礎を補強する（施工中）

5.1% 43.1% 17.5% 28.2%

20.4 61.2 9.7 8.7

61.4 32.6
3.8
2.2

無被害 軽微 ･ 小破 ･ 中破 大破 倒壊・崩壊
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暮らしが
こう

変わる

　耐震性能を高める一番のベネフィットは「家族の生命と
財産を守れること」、これに尽きます。万一大きな震災に
遭っても被害を最小に留め、屋内にいる家族の身の安全を

守ってくれます。
　築年数が経ったお住まいでも、リフォームによって耐震
性能は十分に高められます。

ここを
チェック！

　新耐震基準であっても、1981 年から 2000 年に建てられた住宅については、厳密には現行の基準を満たし
ていません。2000 年以前の建物については、一度耐震診断を受けられることをおすすめします。
　耐震診断を無償または低額で受けられる制度が多くの自治体で設けられています。

■耐震リフォームのベネフィット( 効用) 例 ■耐震リフォームを実施された方の声

　万一の地震の備えには、耐震リフォームがおすすめ。
多くの自治体で耐震診断や耐震改修の補助制度等＊が用意されています。

＊要件は自治体によって異なります

高 低
リフォームの必要性
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１年のうち、冷暖房機器を使わなくていい時期はごくわずか…。

　夏場、室温が下がらないことで熱中症になったり、冬場、
室内間の温度差から血圧が急激に上昇・下降する「ヒー
トショック」を起こしたりと、自宅内での事故が多く見
られます。熱中症による死者数は、屋内の方が屋外より
圧倒的に多数。ヒートショック関連等による入浴中の死
亡者数は交通事故死者の４倍以上という報告（厚生労働
省、警察庁データ）もあり、生命に影響しかねません。

　上の図は、住宅の熱の流入出経路。窓など、開口部から
の熱流入出が他の部位と比べて格段に高いことがわかりま
す。ですから、省エネリフォームの特効薬は窓の断熱性能
を高めること。断熱サッシへの交換のほか、ガラスだけを
断熱ガラスに交換したり、既存の窓はそのまま、新たに内
窓をつけるなどの方法もあります。
　建物全体の断熱リフォームとしては、屋根や天井 ･ 壁 ･
床・基礎などへの断熱材の施工が挙げられます。建物全体
の断熱性能が高まるため、室内間の温度差を少なくできます。

　断熱性能が低い住宅ほど外気温の影響を受けるため、
冷暖房機器を使っても夏場は屋外の熱が屋内に流入、冬
場は暖気が屋外に流出してしまいます。その分、室温調
整のための光熱費も高くついてしまいます。

ご存じ
ですか？

こうして
解決！

複層ガラス
Low-E 金 属 膜 を 張 り、
2 枚のガラス内にガス
や乾燥空気を閉じ込め
て断熱効果を高めます。

内窓
室内側に内窓を取り付ける方法も。既存の窓はそのま
まにできるので、分譲マンションでも取り付けられます。

■窓の断熱リフォーム例

■建物全体の断熱リフォーム部位（イメージ）

■熱の流入出の割合

建物全 体を断 熱 材等で覆
うなどして断熱性能を高め、
同時にすき間をなくして気密
性を高めます。
＊屋根と天井、および床と
基礎は、通常どちらかの選
択になります。

屋根

窓

床
基礎

天井

壁

2014 年

2015 年

2016 年

2017 年

■室内間の温度差がヒートショックのリスクを増やす

外壁 15％

換気 15％

屋根  5％

床 7％

外壁 7％開口部 73％

換気 6％

屋根 11％

床 3％

開口部 58％

冬夏

暖 暖寒寒

■東京 23 区での熱中症死者数の推移

出典：経済産業省「断熱リフォームで健康で快適な暮らしを」

20　　　0　　　20　　　40　　  60　　  80　　 （人）

出典：東京都監察医務院
「平成 29 年夏の熱中症死
亡者の状況（東京都 23 区）」
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　省エネリフォームによって温熱環境が大きく向上しま
す。室内間の温度差が解消・軽減されるため、日々の暮ら
しが快適になり、健康的に過ごせます。左ページにあるよ
うな、熱中症やヒートショックによる家庭内での事故の予
防にもつながります。また、冬場、窓まわりに付く結露も
防いでくれます。
　コスト面でのベネフィットも見逃せません。断熱性能に
よって、年間の冷暖房費は３倍近くも違います（右図）。
省エネリフォームを行うことで月々の光熱費が安くなりま
すので、家計にも優しいリフォームといえます。

　冷暖房機器を使用していても、冬場、室内が寒かったり、夏場、なかなか涼しくならないお住まいは、ぜひ省
エネリフォームをご検討ください。

■省エネリフォームのベネフィット( 効用) 例 ■省エネリフォームをされた方の声

■断熱レベルと年間冷暖房費の比較

暮らしが
こう

変わる

ここを
チェック！

出典：国土交通省「低炭素社会に向けた住まいと住まい方推進会議」

断熱性能の低い住宅は、省エネリフォームが効果的！
外気の影響を受けにくくなり、屋内の安全・快適性が高まります。

冷暖房機器の使用が減ることで月々の光熱費も下がり、経済的です。

■省エネリフォームのためのチェックポイント

¥133,000

無断熱 旧省エネ基準
(1980 年 )

新省エネ基準
(1992 年 )

次世代省エネ基準
(1999 年 )

¥92,000
¥75,000

¥52,000
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その他道路自宅 民間施設
公共施設

　65 歳以上の高齢者の事故は自宅内で発生するものが最
も多く、全体の約 8 割にもおよびます。道路や民間施設、
自然環境など、家の外より自宅での事故の方が圧倒的に

　バリアフリーの基本は「段差の解消」「手すりの設置」。
他に、引き戸を採用する、滑りにくい床にする、通路幅を
広げるなどの方法も考えられます。夜間の転倒防止には、
廊下や玄関などへの足元灯の設置も効果的。
　浴室、洗面、トイレをリフォームする際は、設備機器の
交換だけに留めず、室内のバリアフリー化を検討しましょ

う。特に車いすの利用を想定する場合は、介助スペース
の確保や、廊下・開口部の幅の確保など、水まわり全体
で検討・リフォームすることが求められます。
　また、寝室とトイレを近づけて暮らしやすくするなど、
レイアウトの見直しによるバリアフリーもできます。基本的
な生活を１階だけで送れるようにするのも一案でしょう。

■高齢者の事故発生場所

■バリアフリーに配慮したトイレの一例

多いのです。
　事故原因として最も多かったのは「転落」「転倒」で、
この両者だけで住宅内事故全体の５割以上に達します。

出典：国民生活センター
「医療機関ネットワーク
事業からみた家庭内事故
－高齢者編－」

■高齢者の家庭内事故のきっかけ

■バリアフリーのリフォームポイント

最近、身体が言うことをきかなくなってきて。もう少し暮らしやすくならないかしら…。

出典：内閣府「平成 29 年版高齢社会白書」
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　リフォームで屋内をバリアフリー空間にするいちばんの
ベネフィットは、住まいの安全性が高まること。ご高齢の
方のためだけでなく、家族誰もが暮らしやすい空間にす

るという意識を持ちたいものです。現在は必要なくても、
将来必要になった時のことを考え、壁の内側に手すり設
置用の下地をつけるなどの配慮も大切です。

■バリアフリーリフォームのベネフィット( 効用) 例 ■バリアフリーリフォームをされた方の声

■バリアフリーリフォームのためのチェックポイント

暮らしが
こう

変わる

ここを
チェック！

　部屋の移動や階段の上り下りなどに負担を感じるようでしたら、バリアフリーリフォームの検討を。手すりの設
置などの工事なら 1 日〜数日で完了します。実施する工事によっては補助制度なども使えます。
　また、古いお住まいには、冬場の廊下やトイレ、浴室が寒くてつらいといった「温度のバリア」も存在します。
こうした負担の軽減は、前ページの「省エネリフォーム」が効果的です。

高齢者だけでなく、家族みんなの安全のために、
室内全体をバリアフリーにしましょう。

国や多くの自治体で、補助制度等が用意されています。
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■基礎と土台の劣化例

■外壁の劣化例

■蟻害（シロアリの被害）例

■天井の雨染み例

確かに古いけど、愛着のあるわが家､ できれば長く住み続けていきたいな…。

　日本の住宅は、これまでわずか 30 年程度で建て替えら
れてきました。欧米の半分以下の寿命です。
　木造住宅の寿命に大きく影響する劣化事象として、腐
朽やシロアリによる蟻

ぎ

害
がい

があり、これらの多くは、雨水
や配管の漏水、結露水などによる水分や空気中の湿気が
原因です。水分や湿気を防ぎ、適切にメンテナンスやリ

　長く住み続けるためには、「状態を悪くさせないこと」
と「傷んだら早期に対処すること」の両者が大切です。
　木造住宅は水分や湿気が大敵ですから、雨漏れや配管の
漏水を早期に確認できるように天井や床下の点検口を付け
たり、小屋裏や床下に湿気がたまらないように換気口を付
けたりすることで、耐久性の維持・向上が図れます。また、

■滅失住宅の平均築後年数の国際比較

■外壁の更新例（モルタル仕上げ⇒ガルバリウム鋼板）

＊出典 : 住宅・土地統計調査（2008、2013 年、日本）、American Housing Survey（2003、09 年、アメリカ）、Survey of English Housing（2001、07 年、イギリス）

■点検口の例（天井、床下） ■床下換気口の効果

リフォーム前 リフォーム後

シロアリによる蟻害を予防するためには、定期的に床下
の土壌や木部に防蟻薬剤を塗布します。
　住まいに傷みがないかプロの業者に定期的に診てもら
うとともに、住まい手自身も日常のお手入れや点検を行
うことが大切です。傷んだ箇所が発見されれば、早めに
補修や更新を行いましょう。

イギリス

90
（年）

30

60

アメリカ日本

80.6年

ご存じ
ですか？

こうして
解決！

＊出典下記

フォームを行うことで数世代にわたって長く使い続ける
ことができます。

32.1年

屋根や外壁の素材の変
更によって、より耐久
性を高めることができ
ます。

66.6年

■防腐防蟻剤の散布イメージ

通風によって
床下の湿気が
外部に逃げる

外気

床上

基礎
床下換気口
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Ａ

B

C

D
G サッシ

バルコニー

玄関ドア

軒天井

トップライト（天窓）

庇と外壁

妻面けらば

A
B
C
D 
E
F
G

E

F
F

　耐久性が高まることで、その住宅に安心して長く住み続
けられるのはもちろん、大きな補修費用を抑えることがで
き、維持管理のためのコストを減らせます。

　長く使えるため、二世帯住宅にリフォームすることも
可能。将来、賃貸にしたり、売却するなど、住まいの利
活用方法が広がります。

　耐久性維持のためには、雨水の浸入を食い止めることが大切。屋根や壁に傷やひび割れ、塗装の剥がれ等があ
れば専門家（業者）に診てもらい、補修やリフォームを依頼します。その際は小屋裏や床下についてもチェック
してもらい、構造部の劣化や基礎の状態、蟻害（シロアリの被害）の有無等を確認してもらいましょう。

■耐久性を高めるリフォームのベネフィット( 効用) 例 ■耐久性を高めるリフォームをされた方の声

■雨水の浸入しやすい箇所

＊出典 : 住宅・土地統計調査（2008、2013 年、日本）、American Housing Survey（2003、09 年、アメリカ）、Survey of English Housing（2001、07 年、イギリス）

暮らしが
こう

変わる

ここを
チェック！

耐久性を維持・向上させる点検やリフォームによって、
建物を長く使っていくことができます。

「傷ませない」「傷んでもすぐに補修する」ことを心がけましょう。
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天井材を剥がし、小屋裏の
劣化対策と断熱改修を行っ
たうえで天井を上げて居住
空間を広げた改修例。

初めてのマイホーム、いいなと思う中古住宅があるんですが、不安も多くて…。

　持ち家を手に入れる際、中古住宅（以下「既存住宅」
と記載します）を候補にする方が増えています。しかし
検討はするものの、実際には「リフォーム費用が割高に

　既存住宅を購入する際は構造部のチェックが不可欠です。
「インスペクション」と呼ばれる建物の状況を把握する調査を
行い、劣化部分があれば必要に応じて補修。その上で、住
まい手の希望に合わせた住宅性能の向上や間取りや設備、

内装等の変更をリフォームで行うことで、既存住宅でも安心
で快適な暮らしを送れる住まいへとリフレッシュできます。
　最近では既存住宅を購入し、リフォームで自分たちの
暮らし方に合った空間をつくる方も増えています。

■既存（中古）住宅にしなかった理由（分譲戸建て住宅取得世帯、複数回答）

■購入した既存住宅の性能向上リフォーム例■インスペクション（建物状況調査）の実施イメージ

なるかも」「隠れた不具合が心配」「耐震性や断熱性等の品
質が低そう」など、情報が少なかったり不安な点があるこ
とから、既存住宅を敬遠してしまう方もいるようです。

ご存じ
ですか？

こうして
解決！

出典：国土交通省「平成 29 年度 住宅市場動向調査」

70.8％新築の方が気持ち良いから

リフォーム費用などで割高になる

隠れた不具合が心配だった

耐震性や断熱性など品質が低そう

給排水管などの設備の老朽化が懸念

間取りや台所等の設備や広さが不満

見た目が汚いなど不満だった

保証やアフターサービスがないと思った

価格が妥当なのか判断できない

0 20 40 60 80 (%)

37.9％
33.7％

22.1％
21.1％

15.8％
14.2％

8.4％
10.0％
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耐震性等の基礎的な品質を備えている

リフォームを実施済み、またはリフォーム提案が付いている

点検記録等の保管状況について情報提供が行われる

　既存住宅は建物価格が安めな分、リフォームに費用をか
けても新築より割安に取得できることもあります。風合い
など既存住宅ならではの良さを生かしながら、家族のラ

イフスタイルに合った空間へとリフォームするのも楽し
いもの。もちろん耐震、省エネ、バリアフリー性能など、
必要な住宅性能もリフォームで高められます。

　2017 年 11 月、既存住宅を安心して購入できる「安心Ｒ住宅」制度ができました。物件広告などで「安心Ｒ住宅」
の標章が付いた既存住宅は、新耐震基準等に適合し、インスペクションが実施され、構造上の不具合や雨漏りの
ないことが証明されています。
　既存住宅に対する「不安・汚い・わからない」といったイメージが払拭されるため、住宅購入希望者が安心・
納得して既存住宅を購入できる判断材料となるはずです。

■既存住宅購入＋リフォームのベネフィット( 効用) 例 ■既存住宅を購入し、リフォームされた方の声

■「安心Ｒ住宅」の標章
　 （ロゴマーク）

■安心Ｒ住宅の要件

特定既存住宅情報提供事業者団体登録制度（「安心Ｒ住宅」制度）

暮らしが
こう

変わる

ここを
チェック！

インスペクション（建物状況調査）で建物の劣化状況をチェックすることで
品質に関する不安を解消できます。

リフォームによって新築と変わらない性能や空間も手に入れられます。
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ヒント

1

ヒント

2

　いざリフォームをしようと決めても、数ある業者の中
からどこに頼めばいいか迷う方が多いと思います。せっ
かくの機会、これからの「住まいのかかりつけ医」として、
小さな困りごとでもよい相談相手になってくれるような、
長く付き合える業者と出会いたいものです。
　自分たちにマッチした業者選びのためには、自分たち
が実施したいリフォームを得意にしている業者か、業者
の本社や事務所が自宅から遠くなく、すぐ駆けつけてく
れるか、これまで工事の実績があるか等について確かめ
ましょう。
　その上で、業者が本当に信用できるか、自分たちにとっ
てベストなパートナーかなど、綿密にチェックしていき
ましょう。

　最近のリフォーム業者はインターネットや広告、ちらし
などさまざまなメディアを活用して、自社の特長やアピー
ルポイント、リフォームに対する考え方などを発信して
います。こうしたページをチェックして情報収集してい
きましょう。
　ホームページにはたくさんの情報が掲載されています。
その業者が手がけたリフォーム事例が掲載されているこ
とも多く、自分たちが希望するイメージとマッチしてい
るかの確認もできます。
　最近では「フェイスブック」や「インスタグラム」な
ど、SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）と呼
ばれるメディアを使っての発
信も増えてきました。最新の
活動や情報が確認でき、また
スタッフの生の声で語られて
いるため、イメージや自分た
ちとの相性などを確認する際
に役立ちます。

■リフォーム評価ナビ

数ある業者の中から、どうやって選べばよいのかわかりません。

　実際にその業者でリフォームされた方の評価も、業者選
びの参考になります。旅行や食事の際、訪れたいホテルや
レストランの評価を事前に調べることは当たり前になって
きていますが、リフォーム業者選びの際にも効果的です。
　例えば「リフォーム評価ナビ」は（一財）住まいづくり
ナビセンターが運営する、公正・中立なリフォームのポー
タルサイト。全国約900 社以上の事業者が登録されており、

「価格」「提案力」「仕上がり」「マナー」などについて実際
にリフォームを行った方の評価（点数やコメント）や施工
事例等が掲載されています。

【その１】ＨＰや会社案内などから
業者の特徴を読み取りましょう

【その２】実際にリフォームされた方の
評判を確かめましょう

https://www.refonavi.or.jp/
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　国や地方公共団体などの事業者登録制度に登録・加盟し
ていることも、リフォーム業者の信頼度の大きな目安にな
ります。例えば国土交通省では、消費者が安心してリフォー
ム業者が選べるよう、「住宅リフォーム事業者団体登録制
度」を 2014 年に創設しました。「住宅リフォーム事業者
の業務の適正な運営確保」「消費者相談窓口の設置」など
を実施している事業者団体を登録し、公表しています。
　こうした登録団体に加入・加盟しているリフォーム業者
は、一定の信用を持つ事業者だと公的に示されているとい
え、業者選びの検討材料になります。地方公共団体でもこ
のような登録制度を実施していますので、お住まいの地域
の自治体ホームページ等でご確認ください。

　「リフォーム瑕疵（かし）保険」という、リフォーム時
の検査と保証がセットになった保険制度があります。リ
フォーム工事の施工中や工事完了後に、第三者検査員（建
築士）による現場検査を必ず行うため、質の高い施工が
確保されます。万一リフォーム工事部分に不具合が生じ
た場合でも、事業者に補修費用等が支払われ、無償で直
してもらえます。
　このかし保険を使用できる事業者は、あらかじめ国に
認可された保険法人への事業者登録が必要となります。
取り扱える事業者は加入の際の厳しい審査に合格してい
るため、技術力の高い業者であるという、業者選びのひ
とつの目安になります。
　

登録住宅リフォーム事業者
団体の会員事業者だけがつ
けられるロゴマーク

数ある業者の中から、どうやって選べばよいのかわかりません。

【その３】その業者に公的な
“お墨付き”はありますか？

　（公財）住宅リフォーム・紛争処理支援センターが運営する「住まいるダイヤル」では、電話相談のほか、建築
士や弁護士などの専門家と対面で相談できるなどのサービスを用意しています。見積書の内容に問題がないか等
を無料でチェックしてくれます。リフォーム業者とのやりとりをしていて疑問や不安を感じた時などは、ぜひこ
うした公的な相談の場を活用し、問題解決にお役立てください。

■住まいるダイヤル ■消費生活センター

■地方公共団体 リフォーム相談窓口

Tel.0570-016-100
受付時間：10:00 〜 17:00（土・日・祝休日、年末年始を除く）
PHS や一部の IP 電話をご利用の方

03-3556-5147

全国の消費センターの連絡先は以下のホームページから調べ
ることができます。

http://www.kokusen.go.jp/

地方公共団体の相談窓口は、以下のホームページから調べる
ことができます。

https://www.refonet.jp/trsm/

 独立行政法人　国民生活センター

リフォネット

耳より
情報

【その４】リフォームかし保険の
加入の有無をご確認ください

住宅かし保険の登録事業者
がつけられる標章

「住まいのかかりつけ医」として、長く付き合えるお店を選ぶことが大切です。
希望する工事が得意か、自宅に近いかなどのほか、

実績や評判等をもとに業者の“信用力”を確かめましょう。
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リフォーム後も、皆さんに実践いただきたい項目をご紹介いたします。

発行 ：　　 　　　　　　　　　　　　　　　Tel.03-3556-5430  http://www.j-reform.com/ 2018.12


